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2023 年 2 月 14 日 

 

BSIグループジャパン株式会社 

トランスコスモス株式会社 

 

トランスコスモス、BSI グループジャパン（英国規格協会）から 

ISO19650 に基づく「BIM BSI Kitemark（カイトマーク）」認証を取得 

 

トランスコスモス株式会社（本社東京都豊島区、代表取締役共同社長：石見浩一、牟田正明）は、2022 

年 12月 5日に、BSIグループジャパン（英国規格協会）から ISO19650-1および ISO19650-2（※1）に基

づく「BSI BIM Design & Construction Kitemark」 の認証を取得しました。また、併せて ISO19650-5の

「BSI BIM Security Kitemark」の認証も取得しました。「BSI BIM Security Kitemark」の認証は日本で初の

取得となります。 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年 2 月 9 日に行われた認証授与式 

写真左より  

BSIグループジャパン株式会社 代表取締役社長 漆原 将樹 様 

トランスコスモス株式会社 BPO サービス統括 アーバンエンジニアリングサービス総括 

ビルディングインフラサービス本部 本部長 梶浦 正人 

ISO19650は、BIMを基盤とした設計から建設、保守、廃棄まで、建設資産のライフサイクル全体にわた

る情報マネジメントを行うための業務プロセスを示した国際規格となり、今回取得した「BSI BIM Design & 

Construction Kitemark」は、2021 年 11月 30日に取得した「BSI BIM Design & Construction Verification

（検証）」 の上位の認証です。 

トランスコスモスは、従来より建設業界に向けて BIMのモデリングサービスを広く展開していますが、株

式会社大林組様（以下敬称略、大林組）が推進する「ワンモデル BIM」全社一貫利用のモデリングパート

ナーとしてもサービスを提供しています。 

大林組は、2022年 6月に元請受託組織として、ISO 19650-1および ISO 19650-2に基づく「BSI BIM 

Design & Construction Kitemark」 の認証を取得されましたが、今回のトランスコスモスの認証は、元請

受託組織である大林組のプロセスと連携する、受託組織としての取得です。 

大林組とは、これまでもトランスコスモスとグループ会社である応用技術株式会社（本社：大阪市北区、

社長：船橋俊郎）とともに、建設業界の BIMに関する共通情報基盤の構築を目指したアライアンスを締

結し、大林組が開発した BIMのモデリングマネジメントツール「Smart BIM Connection TM」（※2）をトラ

ンスコスモスと応用技術が提供する toBIMサービス（※3）を通じて展開するなど、BIMの普及活動を推



 Public 

進しています。 

また、今回 ISO19650-5の「BSI BIM Security Kitemark」の認証も取得しました。この ISO19650-5は、情

報マネジメントに対するセキュリティ志向のアプローチで、セキュリティに配慮した BIMやデジタル建設環

境 及び BIM連携による資産管理の国際規格です。これは、建設時、運用時などに起こりうる情報セキ

ュリティに関するリスクへの対応を定め、想定される問題を未然に防ぐためのものです。情報が多く集ま

る BIM情報マネジメントプロセスにおいて、セキュリティ対策はとても重要で、設計、建設プロジェクトか

ら維持管理に至るまで、確立されたプロセスを使って情報を保護します。トランスコスモスは、今回の認

証取得により、BIMに関する情報を保護する取り組みについて、国内企業として初めて証明できたことに

なります。 

トランスコスモスは、お客様の DXパートナーとして、ISO19650を通じて国際規格に準じた BIMモデリン

グを実行します。また、各プロセスの合理化・効率化を進め、建設 DXを推進し、更にはアーバンデジタ

ル市場の創造を目指します。 
 

※1 

ISO 19650 は、BIM を含む、建築および土木工事に関する情報の統合およびデジタル化を規定 

ISO 19650-1:2018 は、BIM を使用した情報マネジメント：概念及び原則 

ISO 19650-2:2018 は、BIM を使用した情報マネジメント：資産のデリバリーフェーズ 

ISO 19650-3:2020 は、BIM を使用した情報マネジメント：資産の運用フェーズ 

ISO 19650-5:2020 は、BIM を使用した情報マネジメント：情報マネジメントへのセキュリティを意識したアプローチ 

※2 Smart BIM Connection TM（スマートビムコネクション） 

大林組が開発した BIM モデリング状況を共有化するマネジメントツール 

※3 toBIMサービス（トゥビムサービス） 

トランスコスモスと応用技術共同で展開する BIMに関するトータルサービス 

※トランスコスモスは、トランスコスモス株式会社の日本及びその他の国における登録商標または商標です 

※その他、記載されている会社名、製品・サービス名は、各社の登録商標または商標です 

 

●BSI(英国規格協会)と BSIグループジャパン株式会社 

BSI（British Standards Institution：英国規格協会）は、1901 年の設立以来、世界初の国家規格協会として、また、ISOの

設立メンバーとして活動する規格策定のプロフェッショナルです。現在、193 カ国で 84,000 組織以上のお客様の活動に貢

献しています。BSIグループジャパンは、1999 年に設立された BSIの日本法人です。マネジメントシステム、情報セキュリ

ティサービス、医療機器の認証サービス、製品試験・製品認証サービス及びトレーニングコースの提供をメインとし、規格

開発のサポートを含め規格に関する幅広いサービスを提供しています。URL： http://www.bsigroup.com/ja-JP/ 

 

●トランスコスモス株式会社 

トランスコスモスは 1966 年の創業以来、優れた「人」と最新の「技術力」を融合し、より価値の高いサービスを提供すること

で、お客様企業の競争力強化に努めて参りました。現在では、お客様企業のビジネスプロセスをコスト最適化と売上拡大

の両面から支援するサービスを、アジアを中心に世界 28 の国と地域・172 の拠点で、オペレーショナル・エクセレンスを追

求し、提供しています。また、世界規模での EC 市場の拡大にあわせ、お客様企業の優良な商品・サービスを世界 48 の

国と地域の消費者にお届けするグローバル EC ワンストップサービスを提供しています。トランスコスモスは事業環境の変

化に対応し、デジタル技術の活用でお客様企業の変革を支援する「Global Digital Transformation Partner」を目指してい

ます。 

 

 


